
　北九州港は、明治２２年（１８８９年）に門司港が国の特別輸出港に
指定されてから、令和元年（２０１９年）で１３０周年という節目の年
を迎えました！
　１９６３年に門司市、小倉市、若松市、八幡市、戸畑市の五市が合
併して北九州市が誕生しました。それを契機に、１９６４年、外国貿易
の「門司港」、国内流通の「小倉港」、および工業港の「洞海港」を統合
して「北九州港」となりました。
　これまで北九州港は、地理的・社会的優位性を背景に、産業振興や
雇用創出、旅客・輸送、流通・サービス、観光・レジャーなど、多様な
役割を果たす港として発展してきました。
 　しかし、近年では経済のグローバル化の進展と東アジアの経済発展、
本格的な人口減少・少子高齢化の進行、地球環境問題の深刻化、安全・
安心に対する市民意識の高まりなど、北九州港を取り巻く社会経済情
勢の変化を背景に、港に求められる役割も大きく変化してきています。
　今回の開港１３０周年記念事業では、社会経済情勢の変化に対応し、
時代のニーズに応える港として更なる発展を遂げるため、港を中心と
したにぎわい創出を目指し、市民、企業、行政などが一体となった全
員参加型の事業を実施しました。

（九州地方関門支部　津々見英一）
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　１１月９から１１日にかけて北海道函館市函館アリーナにて、第５６回護憲大
会が開催され、北海道地本として３名参加してきました。皆さんご存知の通り北
海道は広大な面積を有しており、最も本州に近い函館市に移動するには、私（伊藤）
が住む釧路市から片道８時間を要します。大会当日、アリーナには総勢１，５００
名程の参加者が集まっており、オープニングに函館巴太鼓振興会の演奏で始まり
ました。藤本実行委員長をはじめ、来賓・連帯の方々が挨拶を行い、特別報告と
して全日建連帯小谷野書記長が関西生コン協同組合における不当弾圧の実態を参
加者に説明し全体で状況を共有したところです。その後１６時から「日本社会は
これでいいのか。安倍政権の７年を問う」という議題で、３人の講師がそれぞれの
立場で説明していました。
　２日目は各分科会に分かれ、非核・平和・安全保障について、２人の講師がそれ
ぞれ講義を行いました。共通した部分は現在の政治運営は国民主権から遠くかけ
離れ、本来国民を守るべき憲法を縛り付け、監視下に置くことを目的として運用
されているということでした。
　最終日は閉会式に参加し、８時間をかけて地元に戻りました。非常に有意義な
３日間となりました。参加させていただきありがとうございました。

（北海道地方本部書記次長　伊藤勇武）
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